






1 校友のご紹介

校友会ホ ームペ ー ジ

校友会に関するあらゆる情報を掲載しています。

また、各支部の案内や校友会のイベントも掲載しています

ので、ぜひご覧ください。

連絡先に変更があった場合は、ホ ームペ ー ジから手続きを

行っていただきますようお願いいたします。

畷願

鬱扁龍谷大学校友会
ホームページ

校友会報

年に2回（春・秋）発行し、校友会や龍谷大学の情報をお伝

えしています。

2015年度卒業生からはデジタル配信でご覧ただけるよう

ご案内しております。メ ールアドレスを登録されていない方

は、以下のQRコ ードから手続きを行ってください。

また、校友会報はバックナンバー を含め、ホ ームペ ー ジか

らもご覧いただけます。

麗メー

ルアドレスご登録は

こちらから

バックナンバー は

こちらから

登麓谷大学校友会

龍谷大学校友会報98号

校友会の公式SNS

二 登●谷大学校友会

支部などのイペント情輯
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鷹谷大学校友会からのお知らせ
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同窓会に関するイベント情報や龍谷大学の様子を各種SNSで発信しています。ぜひご登録をお願いします。
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川久保則志さん(1983年経済学部卒）

uccコ ー ヒ ー プロフェッショナル株式会社
代表取締役社長

学びや経験を積み重ねて、 チャンスと夢を掴み取って

大学生のころは、 アルバイトをして生活費を稼ぎながら大学に通っていました。 あまりにもア
ルバイトに励んだので、 大学4年生のときは卒業に必要な単位の取得が危うく めいっぱい講義
を受けたことも、 今となってはいい思い出です。

アルバイトをしていた四条河原町の喫茶店はUCCのお得意先で、 コ ー ヒ ー 豆の納品に来られて
いた社員の方が龍谷大学の先輩でした。 これがUCCとの最初の接点で、 龍谷大学がつないでく
れた出会いでした。

私は、 学生から社会人になってみて、 わからないこと ・知らないことが多 すぎると気づき、 働
き始めてからのほうがたく さん勉強しています。 今でも ‘‘一生勉強 ’'だと思っています。 学生の
みなさんも、 常に自己研鑽のために勉強されることをおすすめします。

私の勉強方法のひとつは、 読書です。 今は歴史小説を読んでいますが、 社会人になったばかりのころは財務の本や仕事の進め方の本をたく さ
ん読みました。 「Mind SAJという問題解決の手法を標準化した本が私のバイブルで、 今も社長室に謳いています。

また、 同じ職場に仕事を処理するのが上手な方がいたので、 何か法則があるのではと思い、 見ては真似ることを繰り返しました。 そうしてや
り方を身につけて自分のものにしていったのです。

若い頃は目の前の機会を選り好みせず、 さまざまなことを経験してほしいです。 特に学生時代は、 勉強もさることながら、 アルバイトをした
り海外へ行ったりして、 社会環境を学んだり経験を広げたりすることも大切です。 その経験によって徐々に周りが見えるようになり、 いろい
ろなものの見方や考え方ができるようになります。

私が社長を務めるuccコ ー ヒ ープロフェッショナルは、 UCCグループの中で業務用サ ー ビス事業の中核を担っており、 飲食に携わるお客さま
の課題を解決しながら一緒になって新しい価値を創っていく 会社です。 事業としては業務用食品卸に分類されますが、 UCCグループの一員と
して、 コ ー ヒ ーにおいてはメ ー カ ー機能を有する独自性と、 コ ー ヒ ーにまつわる トー タルソリュ ーションを強みに、 できることすべてに挑戦
するプロフェッショナルな集団です。 ここでは、 私を含め12名の龍谷大学卒の仲間が働いています。

私はもともと出世欲があったわけではありません。 ただ仕事が好きで、 仕事そのものを趣味のようにとらえて働いてきて、 現在に至ります。

学生のみなさんは、 今の学生生活でも社会に出てからも、 嫌だと感じることに直面することがあると思います。 そのときは、 嫌だという理由
だけですぐやめず、 向き合ってみてく ださい。 そして、 自分のやりたいことなのかどうかをしつかり見極め、 それがやりたいことであるな
ら、 その環境で精いっぱいやり切ってみてく ださい。 そこで必要とされる人材になってほしい。 そうすれば必ず次の仕事につながります。

私は今も仕事が大好きです。 ucc コ ー ヒ ープロフェッショナルの社長業を通して、 飲食に携わるお客さまに喜んでいただけるよう、 これから
も勉強を続け、 新しいことに挑戦していきます。 一緒にがんばりましょう！

※2023年7月掲載「校友KIKOU」より抜粋

校友KIKOU

校友KIKOUは、 校友からの寄稿文や、 校友のお寺や校友が経営されているお店等に取材させていただいた

紀行文を紹介しています。 校友を身近に感じる様々なKIKOUに出会いませんか。
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1 龍谷学歌について I 
龍谷大学学歌は、1933（昭和8)年に学歌作製委員会（学生代表2名・大学院研究科代表2名・教授2名）が歌詞を

公募し、作曲は当時世界的に有名であった山田耕搾氏に依頼しました。

山田耕搾氏は、 「からたちの花」「この道」などが有名ですが、旧制大学の学歌も多く作曲しており、龍谷大学の

他、 同志社・関西学院•関西大・一橋大（創立順）なども山田耕搾氏の作曲です。

1. 
とわ

永久に揺がぬ みのり聞き

寄する思想の
くおん

久遠の光 まどかなる
おおき さか

真理の大樹 栄ゆけば

波しずめ

見よ黎明の

吾等が学府

空澄みて

光輝あれ

2. 

仰げば高き

姿をうつす

心をみがく

同信の友

吾等が学府

せつせん

雪山の
みおしえ

御教に

おもいをはせて たゆみなく

幾千の

相集う

光輝あれ

3. 
せうん

世運の流れ
しょうぼうばんこ

正法萬古 変わりなし
いちょう かげ ほうどう

公孫樹の蔭に 法憧を

真心こめて

若き学徒の

吾等が学府

うつ

遷るとも

守りゆく

相集う

光輝あれ

作詞 学歌作製委員会

作曲 山田 耕搾
1933（昭和8)年制定
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